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ここに片山直也教授、鹿野菜穂子教授、本郷亮教授の慶應義塾御退職を記念
して、学恩を受けた研究者の研究成果を収めた論文集を贈る。

片山直也教授は、昭和 58（1983）年 3月に慶應義塾大学法学部法律学科をご
卒業後、同大学院法学研究科修士課程、博士課程で民法を専攻し、平成元
（1989）年 4月に法学部専任講師に就任され、助教授、教授を経て、平成 16
（2004）年 4月に本法務研究科の開設と共に法学部から移籍された。本法務研
究科にはその開設準備委員として多大な貢献をされただけでなく、平成 23
（2011）年 10月から平成 29（2017）年 9月まで、3期 6年にわたり委員長職を
務められ、その間、平成 29年 4月のグローバル法務専攻の開設を主導される
等、今日の本法務研究科の発展の基礎を築かれた。温厚なお人柄とともに、い
かなる困難ものりこえて塾の発展に尽くされてきたその情熱と功績を知らぬ者
はない。
令和 6（2024）年 3月、選択定年により義塾を去られ、同年 4月、塾名誉教

授および武蔵野大学教授として引き続き民法の研究と教育とに尽力されるとと
もに、同大学法学部長、大学院法学研究科（ビジネス法務専攻）研究科長、法
学研究所長として、大学行政の重責を担っておられる。

鹿野菜穂子教授は、昭和 58（1983）年 3月に九州大学法学部をご卒業後、同
大学院法学研究科修士課程、博士課程で民法を専攻し、同大学法学部助手、東
京商船大学専任講師、同助教授、神奈川大学助教授、立命館大学助教授、同教
授を経て、平成 17（2005）年に本法務研究科教授に就任された。民法、消費者
法を中心として、広い比較法的視野にもとづく研究と、温かいお人柄とにより、
今日の本法務研究科の研究と教育とに大きく貢献してこられた。また、多忙な
中、煩をいとわず、さまざまな研究科内の役職をも担当してこられた。
鹿野教授は、日本消費者法学会理事長、内閣府消費者委員会委員長として、

消費者法の理論と実務を先導されておられるが、本年 3月、定年により慶應義
塾大学大学院法務研究科を御退職される。
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本郷亮教授は、昭和 57（1982）年 3月に慶應義塾大学法学部法律学科をご卒
業後、司法修習（40期）を経て、昭和 63（1988）年に弁護士（東京弁護士会）
となられ、平成 22（2010）年 4月から本法務研究科の実務家教授として教鞭を
とってこられた。特に、刑事弁護については、平成 19（2007）年 4月から 3年
間お務めであった最高裁判所司法研修所刑事弁護教官の御経験を踏まえた「刑
事実務基礎」、および、中央大学と共同で実施してこられた「リーガルクリ
ニック」の学生への感化と教育効果はめざましく、本法務研究科の実務教育の
主柱となっている。本郷教授は、本年 3月、定年により慶應義塾大学大学院法
務研究科を御退職される。実務で多忙であるにもかかわらず数々の役職をお引
き受けいただいたこととあわせて、本法務研究科の恩人のおひとりである。

御三方は、極めて優れた学問的・実務的知見と、いっさい労を惜しまれない
法学教育への情熱、包容力溢れる御人徳とによって、本法務研究科の発展に貢
献されてきた。このすぐれた論文集が編まれたことは、御三方への同僚・後進
の敬愛の念の広さと深さのなによりの証左である。
今後も先生方が御自愛のうえ、ますます御活躍されることを心よりお祈り申

し上げる。

2025（令和 7）年 3月
 法務研究科委員長　高 田　晴 仁　
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